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補助事業番号  25-2-045 

補助事業名  平成25年度 障害者ケアホームの建築 補助事業 

補助事業者名  社会福祉法人 虹の会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

障がい者の自己選択と自己決定、そして家族の思いが尊重され、ノーマライゼーシ

ョンの理念のもと、重度障がい者であっても、希望する誰もが住み慣れた地域におい

て、生涯にわたり心から安心して暮らせるよう、充実した介護設備を完備したグルー

プホーム（旧ケアホーム）を整備し、障がい者本人やご家族が将来に不安を抱えるこ

となく、将来に明るい希望と展望を持ち、一日一日を豊かな気持ちで過ごしていただ

きたいと考えています。 

 

（２）実施内容 

 

 グループホームの建築  ( http://www.nizinokai.or.jp/jkahojo25.html ) 

 

当グループホームは、重度の障がい者の皆様にも安心してご利用いただくため、機

械浴をはじめ、寝台用エレベーター・男女各トイレ（簡易シャワー及びベッド付）・憩

いの間（共有スペース）・広い食堂・居室（緊急呼出ボタン付）等を備えています。 

また、防災設備についても全館に火災報知器をはじめ、スプリンクラーと消防自動

通報装置を完備しています。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

建物の外観                 正面玄関 

 

 

http://www.nizinokai.or.jp/jkahojo25.html
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重度障害者も安心して入浴ができる機械浴  入居者さんの憩いの間（ケアステーション） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

広い食堂・コミュニティホール           居室は洋室と和室の2タイプあります 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着替用の介護ベッドを完備した脱衣室     衛生管理に配慮した個室の厨房 
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男女各トイレにはベッド・シャワーを完備        落成式の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

初度調弁備品の一部（洗濯機）     初度調弁備品の一部（オーブンレンジ）  

 

 

 

２ 予想される事業実施効果 

これまで重度障害者の家族は、ゴールの見えない日々の介護に精神的・肉体的にも疲れ

果て、家族の高齢化が進む中、将来の親なき後の不安が大きくなる一方であったが、当事

業所の開設により、ご家族の皆様に少なからず安心して頂く事ができた。 

今後も当事業所から情報発信を積極的に行い、不安を抱えながらも誰にも相談できず孤

立してしまった方たちへの支援の輪を広げて行く。 
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３ 本事業に係る成果物 

（１）本事業に係る印刷物等 

広報誌「虹をこえて第47号」( http://www.nizinokai.or.jp/nijiokoete47.pdf ) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会福祉法人 虹の会（シャカイフクシホウジン ニジノカイ） 

住   所： 〒729-0106 

広島県福山市高西町4丁目3番69号 

代 表 者： 理事長 藤原 博文（リジチョウ フジハラ ヒロフミ） 

担 当 部 署： 法人本部（ホウジンホンブ） 

担 当 者 名： 常務理事 藤原 大輔（ジョウムリジ フジハラ ダイスケ） 

電 話 番 号： 084―933―0927 

F A X： 084―933―0985 

E - m a i l： joyjoy＠nizinokai.or.jp 

Ｕ Ｒ Ｌ： http://www.nizinokai.or.jp 
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